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ソ連プリモｰ

リェの錫鉱床

福原舜三(鉱床部)
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まえがき

ソ連の沿海地方は私たちにとって近くて遠い所であっ

た.ウラジオストックには外国人のみならず一般ソ

連人にも立入りカミ制限されており沿海地方の地質に関

する情報は限られていてとくに火成岩や火成鉱床の実

情を知ることは非常に困難であった.ところが第14回

大平洋学術会議(昭和54年8月19目～9月2目於ハバ回フス

ク)のあとでこの地方に巡検が用意され一般外国人に

その一部が開放された.もし日本海が拡大して生成し

たのであれば白亜紀の頃の日本はプリモｰリェと相接

していたであろうからその地質を知ることは国内の問

題を考察する上に重要たヒントを提供するであろう.

沿海州として一般に知られるこの地方は日本海沿い

に連なる山地の名称からシホテアリン(Sikhot･ム1in)

とも呼ばれる.今回2組の巡検が用意されたほぼ北緯

46｡以南の南部は行政的にはプリモｰリエ(P.imo.y･

k･･i)である.南北900km面積165,900km2人口数

200万その3/4は市や町に住む.この地方の大部分は

温帯と亜熱帯植物相の混合で特徴づけられるウスリｰタ

イガ(針葉樹林)で覆われている.雨は年間の約60%

が夏に降る.ウスリｰ河流域を除き山地であるが地

形的には成熟してなだらかで日本の中国山地や北上山

地より準平原化している.古第三紀の火成活動以後

ほぼ一方的にゆるやかに浸食されたものと思われる(尊

真1).

沿海州では良い露頭は道路沿いのカッティング海岸

沿いあるいは鉱床探査で得られるにすぎない上にク

レッシュと呼ばれるダニ(木から動物にふりかかる)や蚊

を媒体とした風土病が春先の5月頃危険であってその

地質調査には多大の困難が伴っている.しかしこの

様な自然条件を克服しでいくつもの鉱床が発見されて

おりまた地質図幅も1/20万の縮尺で作成されている.

ここでは巡検時の配布資料巡検のためによく準備され

た標本あるいは露頭観察に基づき主として火成鉱床に

ついて概観し日本との類似性荏とについて比較してみ

たい.

地質概況

ソ連北東部の地質単元は次の4地域に分けて考えるこ

とができる(図1).
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最東部のヤナｰゴリマｰチュコｰトカ地域

西方のモンコノレｰオホｰツク地域

シホテアリンを含む東アジア榴曲帯(とその北北東

延長のオホｰツクｰチュコｰトカ火山岩地帯)

カムチャツカｰ千島弧

各地域には東西および南北に配列する鉱床生成区が認

められている.シホテアリン南部のプリモｰリエでは

西方のノ･ソカ地塊を中心とする古生代中一上部の地向斜

堆積岩があって同時代の深成岩類の貫入をうける.

東方のシホテアリン主部は中生層からなり海岸へ火山

岩類が増加する(図2).

古生層は石炭紀中一下部の砂岩頁岩珪質片岩石

灰岩スピライト同様な岩石からなるペノレム紀下部層

さらに一般に石灰岩を欠くペノレム紀上部層から構成され

全層厚は約500mである.

中生層は全域に広く分布する｡三畳系は中央断裂帯

や主要たシホテアリン向斜榴曲帯/海岸背斜櫓曲滞境界

部に発達する.砂岩頁岩に珪質岩スピライト石灰

岩を火み全層厚は約1,000mである岨ジュラ糸も上

記境界部に三畳系を整合的に摺って発達するが南部で

は三畳系の堆積後に著しい浸食が認められている.ジ

ュラ系の全層厚は約1,500mである.白亜系は広く分

写真1深山幽谷の感カミあるシホテアリン密放植生となだらか

山波に注意山にはきのこやベリｰが多かった�
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図1

ソ遠北東部の鉱床生成区

(RADK洲IcH宜ユ977)

1.Sn(鰯ポ珪酸塩一硫化物)2.Sn-W(錫

万一石英脈とスカルン)3.Pb-Zn一(Ag)=参金属

4,Au§｡Mo6.Sb-Hg7.S-Al-Hg-

Ag-Cu(複雑鉱)8.CエｰNi･Cu含有苦鉄質岩

と断層(以土左上の凡例)

ヤナｰ城リ叩一チェコｰトカ地域:

1A箏リマメガブ1コック:1Bオホｰツクチ

ュコｰトカ火山岩地帯兄一H-Hヤナｰゴリマｰイ

ンジキｰルカ地域

a隆起帯(花開岩バソリス)6イニアリｰデビ

ンスクジュラ紀トラフB主たる三畳紀トラフ

F西部地背斜

互Fコリヤクｰカムチャツカ第三紅摺山帯:

a西部カムチャツカ鞍錦三紀一第四紀トラフ

6カムチャツカ中央1i臓B新第三紀火山

暑地帯F第四紀火山地帯6島弧型地向斜帯

モンゴルｰオホｰツク地塊:

IIAザバイカル地塊aカレドニア活動帯(Mo)

6古生代トラフ(Sn-W)B周辺隆起帯(参金

属)IIBプリァムｰル地塊

皿東アジア摺山帯:aノ･ソカ地塊6シホ

テアリン背斜摺山帯Bシホテアリン向斜摺山帯

F海岸火山岩帯刀西サノ･リンミオ地向斜帯

e東サハリンユｰ地向斜帯

布し下部層(H･ut･･ivi･nλ1bi･n)は頁岩を主とし砂

岩や所によっては珪質岩を爽む.

白亜紀後期(S.noian①ani.n)に入るとプリモｰリエの

堆積環境は一変した.これまでの海成層は消滅し地

域は火山活動の場に転じた.火山岩類は海岸部のみな

らず内陸部にも散点的にあらわれる.セノニァンの

堆積物は主に凝灰質砂岩頁岩から在り植物化石を含み

上方へ中性の火砕岩を増しさらに時代と共に安山岩質
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溶岩の割合が増加する.

ダニアンの火山岩類は広く分布しその一つプリモノレ

スク系は流紋岩溶岩を主体に凝灰岩凝灰質砂岩頁岩

石炭層を伴う.中央断裂帯に分布するドロフィｰスク

統は花嗣岩礫を伴う基底礫岩から出発している.火山

活動は古第三紀に終息するがそれは主に玄武岩安山

岩質で主に海岸地域に局部的に岩床状に発達する.

深成岩類は古生代中期同後期ジュラ紀白亜紀

後期一古第三紀の4時期に大別される.古生代中期の

ものは中央断裂帯ぞいに小規模に産出しトナｰル岩質

で角閃岩蛇紋岩などを伴う.古生代後期の深成岩も

西部に分布し超塩基性岩斑梅岩を伴う一方破砕黒

図2プリモ｣リエの地質構造単位と鉱床(RムDK醐Ic亘1979)

1-3古生代地向斜帯:1中部古生層2上部ペルム紀古生層

3中生層秘みたす陥没帯

4一一6中生代地南斜帯:4背斜繕山帯5向斜摺山帯

6シホテアリン東部火山岩帯7構造的境界

8火山岩帯西縁9カバレロボ鉱床地帯

Iハンカ地塊皿アルセネフ向斜摺山帯皿アルテ中ン向斜摺

山帯W南部ゾリモｰリエ帯Vラオエリン陶斜機繭帯

wシホテアザ畦要背斜摺山帯孤シホテアリン主要向斜摺曲帯

w海岸背斜槽幽雑

ウラジオストック�
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写真2

鋪びたベリｰ採集器をひろってきてベリｰを採る

ジョンディギンス(イギリス)実はナンテン

に似るが甘くすっぱい左端は島津光夫氏

雲母花嵩岩や細粒両雲母花開岩などの一般の花開岩類か

ら構成される.ジュラ紀花開岩も小規模で斑糖岩～

花陶岩の幅広い組成を持つがアノレカリ岩質のものカミ多

い.

白亜紀後期一古第三紀の深成岩類も斑紡岩を伴い幅広

いシリカ含有量をもつものであるが花商閃緑岩や花崩

岩類が量的には多いようである.一般に多少ともに磁

鉄鉱を含み磁鉄鉱系火成岩類に属するらしい.粗面

安山岩一班拐モンゾニ岩一閃長岩一花嵩岩一流紋岩から

なるアルカリ質のものは一般に西方の内陸部に分布す

る.中央部では安山岩一デイサイト斑拐岩一閃緑岩

一花筒閃緑岩のカルクァノレカリ岩系のものが卓越する.

これらは一般に北北東系に伸長する岩株や岩脈として産

出する.流紋岩一花嵩斑岩が火山陥没帯に伴ってみら

れることがある.

プリモｰリエ地方では西部の中生代一白亜紀下部の海

成層が北北東走向で単純な榴曲を繰返えし白亜紀上部

以降の火山岩類は一部で逆転する恋ど著しい櫓曲をうけ

ている.主要な断層は北北東系の中央断裂帯と海岸断

層東西系のシリンスク断層である.中央断裂帯は

!955年に地表で発見されたものでその幅は10kmの断

層帯でありその延長は500kmに亘り確認されている.

中生代以降の長期間にわたって活動したものらしく動

きは左横ずれで西側が南方に全体として約120km移

動しているものと考えられている.北北東系の断層は

海岸沿いその他にも存在する.カバレロバ鉱床地帯は

東西系の深部裂かシリンスク断裂帯上に位置するが

鉱脈の走向は主に北北東か南北系である.

カバレロボと錫鉱業

カバレロボ(K･v･1･･ovo)は広い谷間に狭長く作られた

鉱業(主に錫)の中心地である.1908年の設立であり現

在では人口3万人弱1つの鉱業技術学校を頂点とする

8つの小中学校カミある.中央選鉱場であるKhrusta1ny

DressingP1ant(写真5)は1941年のドブロフスク鉱山

の関発に伴って1948年10月に開設されたものでテｰ

写真3カバレロボに到着の目私達は100人以上の人々の観迎を

うけた.ホテル“10月"の前庭にて

写真4カバレロボの街なみ一郵便･電話局と第2次大戦の石碑�
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ブル選鉱により錫石を回収している.1964年からは浮

遊選鉱によっても錫石を採取している.

選鉱場はカバレ回ボの西方約5Lmに設定されている.

鉱石はドブロフスク鉱山から約6kmの距離を2列の

ケｰブルにより運搬されている.現在探査開発中のシ

リンスクアノレセニ平フ鉱床などから探査過程で生ずる

鉱石はトラック輸送で選鉱場に運ばれているが将来

はこれら新鉱床を中心とした近代的選鉱場が新設され

るとのことである.

カバレロボ錫鉱山地帯にみられる鉱業上の特色の一つ

は同位体を利用した携帯X線装置によるSn品位コン

トロｰルであろう.これは円錐状ヘッド径10数｡mの

小型の測定部と記録装置からたり坑内探査とくに母岩

に鉱染するタイプの探査で偉力を発揮すると同時に坑

内における鉱石と郡との識別にも用いられている.鉱

石識別の場合には鉱車上で粉鉱塊鉱などについて任

意の約10点を選び分析しその平均Sn品位により鉱

石鉱車または併鉱車の識別をするとのことであった.

このX線分析装置は選鉱過程においても用いられやや

大型のものが各過程における錫石含有量の測定用にセッ

トされている.この記録は中央制御室で集中管理され

ているものと思われるが詳細は明らかでない.

ヵバレロボ鉱床地域の錫石は肉眼的に径1mm以上の

ものもみられるが一般に細粒であり選鉱過程では径

0.1～1血mの結晶が主対象である.選鉱は鉱石を粉

砕後ウィノレフレｰテｰブル様テｰプノレでおこなわれる

がここのテｰプノレは50cmくらいはなした2階建の設

計にされているが珍しかった.微細荏鉱粉からは浮遊

選鉱方法で錫石が回収される.カバレ回ボの錫生産量

はトランスバイカリア地方に次いでソ連邦中第2位で

あるようである.

錫鉱床の概要

カバレロボ地域には一部に上部古生層カミ存在するもの

の海成の中生層が広く分布している(図3).これら

を覆って白亜紀後期一古第三紀の火山岩類があって同

時代の深成岩や岩脈の貫入をうける.深成岩は主に石

英に過剰な一般の花陶岩類であるが当地域最大のベロ

ｰゾフスク岩体(10x30k占)ではモンゾニ岩も産出す

る.岩体は一般に小規模であるが深所には大岩体と

して潜在しているものと思われる.鉱床は被貫入岩中

の鉱脈が主体でスカノレン型も数か所で探鉱されている.

花開岩中には有望な鉱床は知られていない.有望な鉱

脈は堆積岩類の背斜軸部に存在し構造運動と密接な関

連性を有している.

(1)ドブロスク(皿舳ro洞k)鉱山

この鉱山は中央鉱山とも呼ばれ1941年から開発され

た古い鉱山である.これまでに13レベル(レベノレ間40m)

3本の立坑で採掘がおこなわれ鉱石はケｰブル(6km)

によりクルスクノレン選鉱場へ送られる.試錐を含めて

地表下約1長mの地質が判明しており選鉱岩と思われ

る花商岩類が試錐で補促されてk･る唯一の鉱床である.

鉱床付近はジュラ紀エノレダゴウ層と下部白亜紀リフジ

ン層の砂岩頁岩から構成されこれらは北部でN45叩

南部でN25.E走向を示し東へ傾斜する.鉱床はこの

中生層背斜軸の南東部に位置しリフジン断層の規制を

うける.堆積岩類は上部白亜紀の貫入活動をうけ

写真5

中央選鉱場建物の色の違いがこの選

鉱場の段階的枚建増しを物語っている�
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鰯･カバレロボ局ま鳩鮎9､､)

翻61第四紀層

2古第三紀一上部白亜紀大川岩類

蟹嚢蓄73下都白亜紀砂岩頁岩

4ジュラ紀珪質砂質頁岩

E≡三]85三畳紀砂質頁岩

6ペルム紀石灰質珪質堆積岩類

昭コ97石炭紀石灰質珪質堆積岩類

8白亜紀後期花筒岩類

9断層

Xは大略の鉱床位置

(77-50血y.)その主要なものは花開閃緑岩小岩株と派生

するデイサイト斑岩フェルサイト岩脈ほかに角閃石

野岩カミある.以上は鉱化前のもので鉱化期のものに

斜長斑岩岩脈鉱化後に斜長現岩岩脈と爆裂角礫岩パイ

プとがある.

地表下900mで発見された潜在花開岩体は細粒やや

斑状のアプライト質花南岩である.観察した岩芯によ

れば約80%カミアルカリ長石化をうけており割れ目に沿

って石英微脈を伴い絹雲母化をうけることもある.こ

の花闇岩は微量の磁鉄鉱を含むと言われる.

鉱床は(i)鉱脈(ii)網状鉱染鉱石とからなる.

前者が主たるもので走向N20.E傾斜70-8ぴEで亭る･

岩脈の近くで破砕化が激しい部分に鉱脈は産出する.

鉱脈は錫石一緑泥石一石英脈で母岩の変質は緑泥石化

電気石化である.硫化物が若干多い.網状鉱染鉱石

は鉱脈の一部に付随してレンズ状にあらわれ幅10m以

下と思われる.割れ目の交差部空隙率が高い破砕化

砂岩などに選択的に産出し微細桂錫石が電気石化母岩

に鉱染する.

潜在花開岩から約150mの母岩はグライゼン化をうけ

その上位約200mは黒雲母ホノレンフェノレス化している

が鉱化作用は一般にこの黒雲母化の上限付近で最も著

しく上下方向に弱わまる.しかし硫化物には垂直変

化がみられ下部より上部へ黄銅鉱一硫砒鉄鉱磁

硫鉄鉱閃亜鉛鉱一方鉛鉱の配列がある.錫石鉱

化の著しい所は磁硫鉄鉱のホライゾンに相当する.

主要鉱物は石英電気石緑泥石錫石磁硫

鉄鉱硫砒鉄鉱黄鉄鉱黄銅鉱である.全体と

して30種以上の鉱物が固定されている.鉱化作用

には次の4時期が認められている.

図4

ドジ卿プスタ鉱床付近の地質図

(R五D頁EVICH/979)

1下部自醒紀紗諸篇岩幻蔑(Llfuds至玉ユ層)

2ジニけ奉頓砦類(撫曲慧｡u層)

3ヂイｰ帝イド

4肴英斑岩岩脈

5班砦岩脈

6鉱脈�
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(1)石英一錫石(一電気不)

(2)黄鉄鉱一磁硫鉄鉱

(3)方鉛鉱一閃亜鉛鉱

(4)石英一方解石

ドブロフスク鉱床はソ連では錫石一珪酸塩鉱物生成の

電気石型と分類されている.角礫パイプは南北の2か

所にみられ周辺の母岩を角礫種とするち宿で堅硬な角

礫岩である.

西

レベル

O一

ユ0一

束

リ(

フ白200m

ジ亜

ン紀

層)

一400m

(2)シリンスク(S亘亙insk)鉱床

以下にのべる鉱床はすべて開発準備中のものであるた

めいずれも鉱石の保存状態がすこぶる良い.シリンス

ク鉱床はカバレロボの北方にあって車で約40分の所にあ

り現在立坑で13-15レベノレを坑道探鉱中でありかな

り開発が進んでいる.現探鉱坑道の最下部は黒雲母ホ

ルンフェルスの上限より上部に当りドブロフスク鉱床

との比較からさらに下部へかなりの探査余地を残してい

るものと考えられる.

鉱床付近の構成岩類はドブロフスク鉱床と同様に

ジュラ紀一上部白亜紀の砂岩頁岩(一部に火山岩類)が微

榴曲を繰返しながら大きな背斜榴曲を形成する所に位置

し鉱化作用はシリンスク東西構造帯に由来する断層に

規制されたものと思われる(図6).白亜紀後期の火成

活動としてまず鉱化前の閃緑岩一班岩岩脈が東西方向

に貫入し輝緑岩一班岩岩脈はほぼ鉱化時期のものと思

われ鉱脈形成後鉱脈に直交する酸性岩脈が貫入した.

㈰�

�ね

�

里雲母ホルン

フェンス

十､十十/グl/惟母)

北岡右

図5ドブロフスク鉱床の模式的東西断面

(鉱山資料からのスケッチ)

鉱脈は東西系とそれにエショロン状に並ぶ西北酉系急

傾斜のもので不規則に膨縮し厚さの変化が激しいが

その延長は約2kmに達している.鉱脈は一般に幅数

10cm坑内の一部の観察では西北酉系を東西系カミ切って

いる｡主要鉱物は緑泥石方解石石英錫石硫砒

鉄鉱磁硫鉄鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱であり方鉛鉱が閃

写真7洲鋤組合掌伎穿ソ叩チュアグルｰプの含曙国

会音楽会などが特別こ期意された

1茎ば連夜1こわたり映醐

写真6私たちの旅行団を紹介する地方新聞�
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腕1鰯2鰯3国4
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川

二!･/lり'

鋒彬

洲11ド

榊舳川

図6

シリンスク鉱床の地質略図

��������

1砂岩頁岩石灰岩

2珪質岩やスピライト礫を含む砂岩頁岩の爽み

3砂岩(頁岩)

4塩基性岩脈

5酸性岩脈

6鉱体

7断層

亜鉛鉱より多い特色がある.鉱化作用には石英一緑

泥石一錫石磁硫鉄鉱方鉛鉱一閃亜鉛鉱炭酸塩鉱物

一石英一螢石の4時期か認められると言う.盤際変質

としては緑泥石化が顕著で石英脈中にも緑色のきれい

荏緑泥石が産出する.一部に絹雲母化もみられる.

この鉱床には垂直あるいは半同心円的准鉱物の黒帯分

布がみごとで最深部の黒雲母ホノレンフエルスの上限近

くに磁硫鉄鉱が多くその上方(と外方)の現鉱床主要部

には錫石一方鉛鉱一閃亜鉛鉱が最外縁に方鉛鉱一閃亜

鉛鉱一炭酸塩鉱物が産出する.この鉱床はソ連では錫

石一硫化物生成の緑泥石型に分類されている.

(3)アルセニエフ(Arseww)鉱床

この鉱床はカバレロボの北北西にあってバスで50分

で到着しうる.現在300人の労働者と別のマッピング

チｰムにより開発準備中であり10レベノレ地表下400m

まで坑道探鉱が進んでいる.鉱床付近には下部白亜紀

の砂岩頁岩が広く分布し北東走向の背斜橘曲を形成し

これに上部白亜紀一古第三紀の貫入活動がみられる.

北酉方向にのびる陥没帯(2x5km)があってこの中に

多数の割れ目が発達し岩脈や鉱脈の貫入をうける.

貫入岩は上部白亜紀と古第三紀のものがありフェノレサ

イトデイサイト斑岩野岩石英斑岩から衣るが一

般に珪長質岩脈カミ多い.坑内の8レベノレでは花岡閃緑

岩(全岩K･A.80肌y｡)がみられたがこれは周辺で火山

岩組織に移行するそうである.

2か所に角礫パイプがあって(図7)これは火山ネ

ックと考えられている.これは珪長質凝灰岩や爆裂性

写真8中学校の英語クラブの訪間.左にアメリカのジョンリッチ氏

右端にベトナムの黄恕氏がみえる

写真9幼稚園訪間後歓迎の花束を受取る日本人グルｰプ

中央カミ植村武氏左に市川浩一郎･大規憲四郎氏�
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角礫にうめられるもので北西縁の大きいものは750×

450mロト状で深部へ200mほど確認されている.角

礫化は中心ほど弱く一般に母岩カミ角礫の主抵ものであ

るが一部に斑状花開岩も認められた.観察した範囲

では近くの母岩の角礫が堅く固結し爆裂性角礫パイ

プとして著名なホｰフィリｰ型の鉱床に伴われるものと

はかなり違った印象をうけた.

鉱化作用は早期の破砕化母岩を交代しN80.Eにのび

る石英一硫化物一サルフォソルト脈(ゼノサｰマル型と回乎

ばれている)後期の北西系鉱脈鉱床とからなる.いず

れも急傾斜である.後者が重要で石英一錫石硫化

物石英一炭酸塩鉱物の3時期カミ認められている.鉱

石鉱物は錫石磁硫鉄鉱黄銅鉱硫枇鉄鉱閃亜鉛

鉱方鉛鉱が主たるもので母岩の変質としては電気石

化緑泥石化絹雲母化珪化などである.この変質

に先立つ黒雲母化が一部に認められるがこれは潜在す

る花闇岩体の熱変成によるものであろう.最上部には

若干の緑簾石化がみられる.

角礫パイプにはごく一部にポケット状の鉱化があるの

みで一般に不毛である.鉱化角礫岩には電気石化が

顕著である.鉱化作用は前2鉱床と同様に石英一錫

石(鐙石)硫化物石英一螢石一菱鉄鉱一方解石(一黄

鉄鉱)の3時期を示しており石英一錫石帯を中心とし

て後2者が上部に分布する･

｡砂

呼＼x

�

一

､≠◆の紗

･･膝/

＼ノ＼ぺ

､､

＼いふ

＼.じ

､

＼'

､!一

､!

1｣独一･/

､'!

図7アルセニエフ鉱床の陥没盆(2×5km)鉱脈

角礫パイプ(鉱1｣』資料からのスケッチ)

(4)花嵩岩中の鉱脈

カバレロボ鉱床地域には花陶岩中に産出する鉱床はほ

とんどみられたいがカバレロボの北酉方のチョムナヤ

写真10旅行の最終目

目本海海岸でサッカｰやチェスに興じた

写真はサッカｰで走り廻ったメンバｰ�
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山(G･1･･Tj･m･y･)の上部標高1,000mには数条の

鉱脈が知られている.付近は他地域と同様にジュラ紀

一白亜紀の黒雲母ホルンフェノレス化した堆積岩や凝灰岩

からなりこれに白亜紀一古第三紀の花筒閃緑岩が小岩

株ないし岩脈状に貫入する.岩脈には他の斑岩や流紋

岩がある.この花賜閃緑岩はドブ日フスク鉱床に潜在

する花開岩とは全く違った外観を呈しより苦鉄質で

斑岩に容易に移行する浅成的なものである.

鉱脈は花開閃緑岩を中心に同岩とその周辺の被貫入岩

に分布しN10叩の電気石一白雲母グライゼン脈と

N70.Wの石英一電気石一硫化鉱物とに分けられる.

グライゼン脈は細粒の絹雲母が卓越するもので日本の

山陽地方でみられるグライゼン脈とは様子をかなり異に

する.錫石黄錫鉱は一般に少量でグライゼンには

鉄マンガン車石がまれに産出し深部では輝水鉛鉱もみ

られると言う.硫化鉱物脈が若干の経済性を持つ.

主要鉱物は磁硫鉄鉱硫砒鉄鉱黄鉄鉱黄銅鉱閃亜

鉛鉱方鉛鉱である.マンガン鉱物カミやや顕著である.

磁硫鉄鉱が黄鉄鉱と共存する場合には後者が前者を交代

する.鉱脈は鑓押しで100エn余り探鉱されているにす

ぎない.

(5)スカルン鉱床

カバレロボ西方のシネレチェシスク(Sine.e.h.nsk)

写真11お別れ夕食会で150ポンドの微笑(ただしケニア産コス

チュｰムの代金)で市川浩一郎氏(右側)の謝辞を通訳

するリリヤ(写真8-11は同行プロカメラマン提供によ

る)

鉱床は中央断裂帯申にあって北東走向のジュラ紀砂岩

頁岩ホノレンフェノレスに貫入する岩脈際と一部の層理面に

発達するものでアンドラタイトの美晶で著名である.

岩脈は北西方向に走り閃緑岩一折岩安山岩一フェル

サイトの複合岩脈である.

スカノレンは厚さ0.7～15m走向延長約1良mである.

主要鉱物は柘榴石(アンドラダィト)緑簾石石英緑泥

石磁鉄鉱錫石であり部分的には長石や燐灰石が産

出する.錫石は主に鉱染状に産し部分的に網状の産

状を示す.

カバレロボの北北東方約15良mには古生代の石灰岩を

交代するダルネゴルスク(D.1nego.sk)鉱床がある.こ

れはダンプライトなどのボロン鉱物の美晶を産出する.

珪灰石とヘデン輝石が周律的に黒帯配列するスカルンは

磨いて美しく装飾晶として名高い.

日本との比較

終りに今回の旅行で得た断片的な知識を火成活動の

側面からまとめ近隣地域と比較してみよう.まず中

生代末において堆積岩から火山岩に移行する一般地質

は東縁アジアの共通現象であるが堆積作用の末期に

赤色凝灰岩や礫岩は出ないらしくこの点は日本の脇野

互層群や韓国の洛東江層時代はやや古いが中国南東部

の福建省の類似地層とは異なっている.上部白亜系は

火砕岩が主体である点は西南目本内帯と同様であるが

プリモｰリエの方が全体的に苦鉄質であるようである.

ハンカ地塊以東の全域を概観すると火成活動は大局

的に日本海側に若く衣りこの点は韓国や中国南部とは

同様であるが西南当本とは逆の現象である.火成岩

中の磁鉄鉱量は1二=1本海岸へ増加するらしくこの点も韓

国と同様で1王1本と逆多)平面変化である.なおプリモ

ｰリエの上部白亜紀一古第三紀火成岩類は一般に磁鉄鉱

系に属する.

白亜紀一古第三紀の堆積一火山帯の構造は慶尚盆地

よ1つ複雑であり貝本に似ている亜カルデラなどの陥

没構造が多くみξ三〕れる点は最近明らかにされた西目本内

帯グ)★錦三紀あるいは東北日本のグリンタフ帯とよく

似ている咀貫入岩に岩相変化が激しくかく苦鉄質一

珪長質の幅広い化学組成もグリンタフ的であるがアノレ

カリ岩が多い主叙で媒なる｡

鉱化作用についてはまず全体的に磁鉄鉱系の火成岩

帯に多量の錫石が産出する点で世界的には異色である.

この点は日本の生野一明延地域に似ている.恋お生

野一明延鉱床は磁鉄鉱系火成岩帯に分布するが直接の

関係火成岩はチタン鉄鉱系である可能性が大きい.プ

リモｰリェの鉱床も硫化物の組合せからみてかなり還�
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元的である.またこの鉱床にはグライ幸ンカミほとんど

みられず緑泥石が特徴的にあらわれる.この点も世

界的にみて例外的である.螢石も産出するが一般に

弗素に乏しくボロンに富んでいる.電気石は錫石鉱化

作用とは密接であると言われている.わが国では九州

外帯の錫鉱床に電気石は多産するが一般に錫石より早

期で両鉱物は間接的にしか関係してい狂い.

硫化物とくに鉛が多い一点も特色の一つであるが硫

化物全量/錫石比は生野一明延地域より低い.硫化物

の同心円分布が顕著な点は生野一明延鉱床あるいは新

潟県下の小鉱床である岩船と同様であるが分布および

晶出順序においてプリモｰリエの鉱床はノ=マル型で

ある.配布された巡検ガイドブックでゼノサｰマル型

なる言葉が使われたのはアルセニエフ鉱床の第一期の鉱

化作用においてのみである.しかし全体として火山性

の性格が強い.

写真12日本海沿いに目光浴を楽しむ今一人の通訳嬢タｰニャ

以上のようにプリモｰリエの火成活動と鉱化作用とは

道南新潟県下にあるいは西南目本内帯中央部の白亜紀

後期一古第三紀のそれぞれと共通め性質を持つものの

地域個有の性質がかなり顕著である.プリモｰリエと

片割れ的に類似している火成単元は日本海底はともか

く現在の陸上部の日本列島には見当らないようである.

白亜紀の終りの頃の両地域は接近していても接合せず'

海峡(地溝帯)を來んである距離をおいた状態で火成活

動をこうむったのではなかろうか.既述の広域的帯状

配列が大陸と西南日本と逆向きである点も以上の考察

を支持しているものと思われる.

世界的に主要恋錫鉱床はグライゼンを伴う錫石一石英

脈型であっていわゆる深成型である.これに対して

プリモｰリエの鉱床は真に鉱化に関連した火成岩の性

質は不明であるものの火成岩の産状鉱化のスタイル

荏とどの面からみても火山性の性格が著しい.火山

性錫鉱床で大規模なものの数は一般に少なくボリビア

生野一明延などで代表される.ソ連東部ではプリモｰ

リェのみならずさらに東方のコリマｰインジキｰルガ

チュコｰトカ地域でも火山性錫鉱床カミｰ般的らしく

(図1)深成型と共に産出する.人口稀薄なこの地域の

今後の調査研究の進展如何ではこの一般には稀なタイ

プの鉱床が重要なタイプの錫鉱床に発展するかも知れな

レ､.

あとがき

ここで紹介した鉱床はシホテアリンの東側の一部であ

る西部にはコリア半島の大宝花開岩(ジュラ紀チタ

ン鉄鉱系)類似岩やより古い花筒岩類があってグライゼ

ン型のSn-W鉱床を伴うようである.このような全

般の地質鉱床の紹介については次の機会にゆずりたい.

今回の小旅行に2人の素晴しい美女通訳の同行があっ

て私にとっては｢地質｣のほかに｢通訳業とは｣につ

いて非常に勉強になった.その一人リリヤはモスク

ワの地質省から派遣され間もなくソボロフの変成岩の

本を主訳者兼編者としてロンドンから出版するそうで

地質用語に不自由しない.タｰニャはレニングラｰド

のオｰノレユニオン地質研究所に勤務し両親を地質家に

持ち3才からモスクワの英語系学校で教育をうけたそう

である･したがって2人とも高い語学力と専門用語を

駆使して恐らく世界でトップレベノレのロシア語丁英語

の地質通訳業務を果した.彼女達は短かく話を切る形

を希望しほぼ同時通訳的に訳した.

今回の巡検では鉱山内を除き写真撮影は自由で'心配

した山ダニもいなかった.地元の人達の素朴で熱心柱

観迎準備アマチュア音楽会幼稚園から中学校の案内

に至る奉仕活動は最近の日本やアメリカ抵どの巡検に

ない心のふれ合いを感じさせるものであった.ラトケ

ヒッチ教授以下多数の地質家がウラジオストックからか

けつけ地元の地質家と一緒にほぼ完壁に巡検の準備案

内をして下さった.また初めて坑内に入り集めた

きれい荏鉱物標本を手にしてモスクワに飛立ったインツ

ｰリスト通訳氏の笑顔も忘れることができない.この

小文を終るに当って以上の関係者に心からお礼を申し

上げたい.�


